
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
総
務
省
が

2
0
2
6
年
4
月
24
日
に
公
表
し
た
令
和
7
年
度
調

査
は
、
1
7
8
8
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
を
対
象
に
、

2
0
2
5
年
10
月
31
日
時
点
の
生
成
A
I
導
入
状
況

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
資
料
に
よ
れ
ば
、
生
成

A
I
を
導
入
済
み
の
団
体
は
、
都
道
府
県
と
指
定
都
市

で
い
ず
れ
も
1
0
0
％
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
市
区
町
村

で
も
45
．
6
％
が
導
入
済
み
で
あ
り
、
実
証
中
、
導
入

予
定
、
導
入
検
討
中
ま
で
含
め
る
と
、
約
88
％
が
何
ら
か

の
形
で
生
成
A
I
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

図
表
1
が
示
す
の
は
、
都
道
府
県
や
指
定
都
市
で
は

生
成
A
I
の
導
入
が
標
準
的
な
取
り
組
み
に
な
り
つつ
あ

る一方
、
一般
市
区
町
村
で
は
導
入
・
実
証
・
検
討
の
段
階

が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
こ
の
差
は
、
財

政
規
模
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
配
置
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
の

1
．
生
成
A
I
は
自
治
体
業
務
の

「
入
口
」を
変
え
始
め
て
い
る

　

生
成
A
I
は
、
自
治
体
職
員
の
仕
事
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
始
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、そ
の
変
化
は「
A
I

が
職
員
を
置
き
換
え
る
」
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

現
時
点
で
重
要
な
の
は
、
職
員
が
日
々
行
って
い
る
文
書
作

成
、
情
報
整
理
、
会
議
記
録
、
住
民
向
け
説
明
資
料
の

準
備
と
いっ
た
業
務
を
、
生
成
A
I
が
補
助
す
る
よ
う
に

な
って
い
る
点
で
あ
る
。
自
治
体
の
仕
事
は
、
住
民
対
応
、

福
祉
、
税
務
、
防
災
、
教
育
、
都
市
計
画
、
議
会
対
応

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
一方
で
、
ど
の
部
署
に
も
共
通
す
る

仕
事
が
あ
る
。
文
書
を
作
る
。
資
料
を
読
む
。
会
議
内

容
を
整
理
す
る
。
住
民
に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
直
す
。

想
定
問
答
を
用
意
す
る
。庁
内
外
の
関
係
者
に
説
明
す
る
。

こ
う
し
た
作
業
は
、
行
政
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
半
面
、

時
間
も
手
間
も
か
か
る
。
生
成
A
I
は
、ま
さ
に
こ
の「
共

通
業
務
」
の
負
担
を
軽
く
す
る
可
能
性
を
持
って
い
る
。

　

特
に
自
治
体
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
行

体
制
、
庁
内
ル
ー
ル
の
整
備
状
況
な
ど
の
違
い
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
導
入
が
遅
れ
て
い
る

自
治
体
ほ
ど
、
活
用
余
地
が
小
さ
い
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
小
規
模
自
治
体
で
は
、
一
人
の
職
員
が
複
数
業
務
を

担
当
し
、
文
書
作
成
や
調
査
、
会
議
準
備
に
多
く
の
時

間
を
割
い
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
生
成
A
I
は
大

規
模
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
小
規
模
自
治
体
に
と
って
も
、

業
務
負
担
を
軽
く
す
る
実
務
的
な
道
具
に
な
り
う
る
。

　

ま
た
、
導
入
済
み
か
ど
う
か
だ
け
で
自
治
体
の
A
I

活
用
力
は
測
れ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
導
入
し
た
後
に
、

ど
の
業
務
で
、
ど
の
職
員
が
、
ど
の
よ
う
に
使
って
い
る
か
で

あ
る
。
生
成
A
I
を
導
入
し
て
い
て
も
、
一
部
の
職
員
だ

け
が
試
し
て
い
る
状
態
で
は
、
組
織
全
体
の
生
産
性
向
上

に
は
つ
な
が
り
に
く
い
。
反
対
に
、ま
だ
本
格
導
入
前
で
あ
っ

て
も
、
文
書
作
成
や
要
約
な
ど
リ
ス
ク
の
低
い
業
務
か
ら
試

し
、
庁
内
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
け
ば
、
着
実
に
活
用

の
土
台
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
県
内
市
区

町
村
に
と
って
も
現
実
的
な
示
唆
を
与
え
る
。
大
規
模
な

予
算
や
専
任
チ
ー
ム
を
直
ち
に
用
意
で
き
な
く
て
も
、
公

開
情
報
だ
け
を
使
っ
た
文
案
作
成
、
庁
内
会
議
の
要
点
整

理
、
研
修
資
料
の
た
た
き
台
作
成
な
ど
か
ら
始
め
る
こ
と

は
で
き
る
。
生
成
A
I
活
用
の
初
期
段
階
で
問
わ
れ
る
の

は
、
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
よ
り
も
、
職
員

が
安
全
な
範
囲
で
使
い
、
効
果
を
実
感
し
、
庁
内
に
広
げ

ら
れ
る
小
さ
な
実
践
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
。

3
．
活
用
は
「
身
近
な
文
書
業
務
」
か
ら

始
ま
っ
て
い
る

　

自
治
体
に
お
け
る
生
成
A
I
の
活
用
分
野
を
見
る
と
、

現
時
点
で
は
、
あ
い
さ
つ
文
案
の
作
成
、
議
事
録
の
要
約
、

政
需
要
は
複
雑
化
し
て
い
る
。
住
民
か
ら
の
相
談
は
、
福

祉
、
介
護
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
、
地
域
交
通
、
防
災

な
ど
複
数
分
野
に
ま
た
が
る
こ
と
も
多
い
。
一
方
で
、
職

員
数
や
専
門
人
材
に
は
限
り
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
職

員
が
機
械
的
・
反
復
的
な
作
業
に
費
や
す
時
間
を
減
ら

し
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
判
断
、
調
整
、
対
話
、
現
場

対
応
に
時
間
を
振
り
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
生
成
A
I

は
、
そ
の
た
め
の
道
具
に
な
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
長
い

会
議
メ
モ
を
要
約
す
る
、
住
民
向
け
の
お
知
ら
せ
文
を
分

か
り
や
す
く
書
き
換
え
る
、
イ
ベン
ト
案
内
の
た
た
き
台

を
作
る
、
議
会
答
弁
の
論
点
を
整
理
す
る
、
庁
内
向
け

説
明
資
料
の
構
成
案
を
作
る
と
いっ
た
使
い
方
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
最
終
判
断
を
職
員
が
行
う
こ
と
を
前

提
に
、
作
業
の
出
発
点
を
早
く
す
る
使
い
方
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
生
成
A
I
を
「
答
え
を
出
す

機
械
」
と
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
生
成
A
I
は
、
大

量
の
文
章
や
デ
ー
タ
の
パ
タ
ー
ン
を
も
と
に
、
自
然
な
文
章

を
作
る
こ
と
に
優
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
常
に
正
し
い
事
実

を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
根
拠
が
曖
昧
な
情
報
を
も
っ
と

も
ら
し
く
出
力
す
る
こ
と
も
あ
る
。
自
治
体
業
務
に
お

け
る
生
成
A
I
活
用
で
は
、「
A
I
に
任
せ
る
」
の
で

は
な
く
、「
A
I
を
使
っ
て
職
員
の
確
認
・
判
断
を
速
く

す
る
」
と
い
う
発
想
が
不
可
欠
で
あ
る
。
自
治
体
に
お
け

る
生
成
A
I
活
用
は
、
単
な
る
業
務
効
率
化
策
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
住
民
か
ら
見
れ
ば
、
行
政
手
続
き
が
分
か
り

や
す
く
な
り
、
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
職
員
か
ら
見
れ
ば
、
前
例
確
認
や

文
章
作
成
に
追
わ
れ
る
時
間
を
減
ら
し
、
住
民
の
事
情
に

即
し
た
対
応
や
地
域
課
題
の
把
握
に
時
間
を
使
い
や
す
く

な
る
。
し
た
が
って
、
生
成
A
I
は
「
人
を
減
ら
す
た
め

の
技
術
」
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
職
員
が
本
来
の
公
務
に

集
中
す
る
た
め
の
技
術
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

2
．
自
治
体
に
お
け
る
生
成
A
I
導
入
は

急
速
に
広
が
っ
て
い
る

　

生
成
A
I
の
活
用
は
、
す
で
に
一
部
の
先
進
自
治
体

議
会
の
想
定
問
答
の
文
案
作
成
、
メ
ー
ル
文
案
の
作
成
、

企
画
書
案
の
作
成
な
ど
、
汎
用
的
な
文
書
業
務
が
中
心

で
あ
る
。
総
務
省
資
料
で
は
、
令
和
7
年
度
の
活
用
事

例
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
文
案
の
作
成
1
2
9
2
件
、
議

事
録
の
要
約
1
1
3
1
件
、
議
会
の
想
定
問
答
の
文
案

作
成
1
0
8
5
件
、メ
ー
ル
文
案
の
作
成
1
0
5
2
件
、

企
画
書
案
の
作
成
9
9
7
件
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

図
表
2
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
生
成
A
I
の
使
い
道

は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
職
員
が
日
常
的
に
行
っ

て
い
る
作
業
で
あ
る
。
あ
い
さ
つ
文
案
、
議
事
録
、
想
定

問
答
、
メ
ー
ル
文
案
、
企
画
書
案
は
、
ど
の
自
治
体
に

も
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
生
成
A
I
活
用
の
第
一
歩
は
、

高
度
な
デ
ー
タ
分
析
や
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
な

く
、
日
々
の
文
書
業
務
を
少
し
ず
つ
効
率
化
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
体
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

図表１　自治体における生成 AI の導入状況

資料：総務省「自治体における生成AI 導入状況（令和 7年度）」スライド4より

図表 2　自治体で多く使われている生成 AI の活用業務

資料：総務省「自治体における生成AI 導入状況（令和 7年度）」スライド5より
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け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
課
題
の
中
心
は
、

正
確
性
、
人
材
、
情
報
管
理
、
効
果
、
コ
ス
ト
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
生
成
A
I
活
用
を
進
め
る
に
は
、
ツ
ー
ル

を
契
約
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
職
員
が
安
心

し
て
使
え
る
ル
ー
ル
、
分
か
り
や
す
い
研
修
、
相
談
で

き
る
窓
口
、
成
功
事
例
の
共
有
、
効
果
を
測
る
仕
組
み

が
必
要
に
な
る
。
特
に
「
A
I
生
成
物
の
正
確
性
へ

の
懸
念
」
は
、
自
治
体
業
務
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
自
治
体
が
発
信
す
る
情
報
に
は
、
制
度
、
条
例
、

補
助
金
、
税
、
福
祉
、
災
害
対
応
な
ど
、
住
民
の
生
活

や
権
利
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
る
。
A
I
が
作
っ

た
文
章
で
あ
っ
て
も
、
行
政
と
し
て
発
信
す
れ
ば
、
そ

の
責
任
は
自
治
体
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
A
I
の

回
答
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、
必
ず
根
拠
資
料

や
所
管
部
署
の
確
認
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

を
持
つ
。
生
成
A
I
と
い
う
言
葉
だ
け
を
聞
く
と
、
専

門
的
な
技
術
や
難
し
い
設
定
が
必
要
だ
と
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、「
こ
の
文
章
を
住
民
向
け

に
分
か
り
や
す
く
し
て
く
だ
さ
い
」「
会
議
メ
モ
を
要
点

ご
と
に
整
理
し
て
く
だ
さ
い
」「
こ
の
施
策
に
つ
い
て
想
定

さ
れ
る
質
問
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
いっ
た
簡
単
な
指

示
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
I
に
高
度
な
判
断

を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
職
員
が
考
え
る
た
め
の
材
料
を

短
時
間
で
そ
ろ
え
る
使
い
方
で
あ
る
。

　

総
務
省
資
料
で
は
、
導
入
効
果
の
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。

文
章
作
成
業
務
で
は
、
1
か
月
あ
た
り
1
9
0
時
間
か

か
って
い
た
業
務
が
51
時
間
に
削
減
さ
れ
、
73
％
の
削
減
効

果
が
あ
っ
た
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
想
定
問
答
で

は
、過
去
答
弁
を
反
映
さ
せ
た
生
成
A
I
の
活
用
に
よ
り
、

1
5
0
問
を
超
え
る
質
問
の
う
ち
最
大
96
％
に
つ
い
て
答

弁
案
作
成
や
補
足
資
料
の
準
備
に
生
成
A
I
を
活
用
し

て
い
る
例
が
あ
る
。
広
報
誌
作
成
で
は
、
情
報
収
集
や
企

画
書
案
の
作
成
等
に
よ
り
年
間
2
8
8
時
間
程
度
の
削

減
見
込
み
が
示
さ
れ
、
マ
ク
ロ
コ
ー
ド
の
自
動
生
成
で
は
累

計
約
4
2
5
0
時
間
の
業
務
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
効
率
化
の
効
果
を
過
大
に
見
積
も
る
こ
と
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
生
成
A
I
を
使
え
ば
、
た
た
き

台
は
早
く
作
れ
る
。
し
か
し
、
事
実
確
認
、
根
拠
資
料
の

確
認
、
制
度
と
の
整
合
性
、
住
民
に
伝
わ
る
表
現
への
修

正
は
、
職
員
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
成
A
I
の

効
果
は「
確
認
作
業
が
不
要
に
な
る
こ
と
」で
は
な
く
、「
確

認
す
べ
き
対
象
を
早
く
整
理
で
き
る
こ
と
」
に
あ
る
。

4
．
先
進
事
例
か
ら
見
え
る
実
装
の
条
件

　

自
治
体
に
お
け
る
生
成
A
I
活
用
の
先
行
事
例
と
し

　

ま
た
、「
要
機
密
情
報
流
出
の
懸
念
」も
見
逃
せ
な
い
。

総
務
省
資
料
で
は
、
生
成
A
I
利
用
に
お
け
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
状
況
に
つ
い
て
、
策
定
済
が
8
5
3

団
体
、
策
定
中
が
1
9
8
団
体
、
未
策
定
が
7
3
7

団
体
と
さ
れ
て
い
る
。
導
入
済
み
団
体
で
あ
っ
て
も
、

利
用
ル
ー
ル
や
入
力
可
能
な
情
報
資
産
の
分
類
が
十
分

に
浸
透
し
て
い
な
け
れ
ば
、職
員
は
不
安
で
使
え
な
い
。

逆
に
、
ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
利
用
が
広
が
れ
ば
、
個

人
情
報
や
非
公
開
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
さ
ら
に
、「
導
入
効
果
が
不
明
」
と
い
う
課

題
も
重
要
で
あ
る
。
生
成
A
I
は
話
題
性
が
高
い
た

め
、
導
入
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
や
す
い
。
し
か
し
、

導
入
後
に
ど
の
業
務
時
間
が
減
っ
た
の
か
、
職
員
の
負

担
が
ど
の
程
度
軽
く
な
っ
た
の
か
、
住
民
対
応
の
質
が

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
見
な
け
れ
ば
、
継
続
的
な
予
算

確
保
や
庁
内
展
開
は
難
し
い
。
生
成
A
I
活
用
で
は
、

利
用
回
数
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
業
務
改
善
効
果
を

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

6
．一般
職
員
が
生
成
A
I
を

使
う
と
き
の
実
践
ポ
イ
ン
ト

　

生
成
A
I
は
便
利
な
道
具
で
あ
る
が
、
自
治
体
職
員

が
利
用
す
る
際
に
は
、
民
間
企
業
以
上
に
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
る
。
自
治
体
業
務
で
は
、個
人
情
報
、行
政
判
断
、

公
平
性
、
説
明
責
任
、
公
文
書
管
理
な
ど
が
関
係
す
る

か
ら
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の
2
0
2
6
年
3
月
公
表

資
料
「
行
政
の
進
化
と
革
新
の
た
め
の
生
成
A
I
の
調

達
・
利
活
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
充
実
に
向
け
た
改
定

案
」
で
も
、
政
府
業
務
に
お
け
る
生
成
A
I
の
利
活
用

促
進
と
、
リ
ス
ク
管
理
・
調
達
管
理
・
利
用
ル
ー
ル
整
備

て
、
横
須
賀
市
の
取
り
組
み
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同

市
は
2
0
2
3
年
4
月
、
自
治
体
と
し
て
早
い
段
階

で
C
h
a
t
G
P
T
の
全
庁
的
な
活
用
実
証
を
開
始
し

た
。
自
治
体
専
用
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャッ
ト
ツ
ー
ル
「
L
o
G
o

チ
ャッ
ト
」
に
C
h
a
t
G
P
T
の
A
P
I
機
能
を
連

携
さ
せ
、
職
員
が
普
段
使
用
す
る
チ
ャッ
ト
環
境
の
中
で
、

文
章
作
成
、
要
約
、
誤
字
脱
字
の
チ
ェッ
ク
、
ア
イ
デ
ア

出
し
な
ど
に
使
え
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
事
例
で
重
要
な

の
は
、
単
に
新
し
い
技
術
を
導
入
し
た
こ
と
で
は
な
い
。

横
須
賀
市
は
、
入
力
情
報
が
二
次
利
用
さ
れ
な
い
方
式

を
採
用
し
、
機
密
情
報
や
個
人
情
報
は
取
り
扱
わ
な
い

運
用
と
す
る
な
ど
、
安
全
な
利
用
環
境
の
整
備
を
重
視

し
た
。
生
成
A
I
を
職
員
が
日
常
業
務
で
使
い
や
す
い

形
に
組
み
込
み
な
が
ら
、
情
報
の
安
全
な
取
扱
い
も
徹
底

し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

千
葉
県
内
に
お
い
て
も
、
生
成
A
I
を
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
千
葉
県
は
、

2
0
2
5
年
2
月
27
日
か
ら
、
福
祉
分
野
に
お
け
る

生
成
A
I
を
活
用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
「
い
つ
で
も
福

祉
相
談
サ
ポ
ッ
ト
」
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
活

困
窮
、
介
護
、
子
育
て
な
ど
福
祉
分
野
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て
、
24
時
間
3
6
5
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

利
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
県
や

市
区
町
村
の
担
当
部
署
、
相
談
支
援
機
関
を
案
内
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
生
成
A
I
が
庁
内
業
務

の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
入
口
を
広
げ

る
手
段
に
も
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
窓
口
や
電

話
の
時
間
に
制
約
さ
れ
ず
、
住
民
が
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
スへの
ア
ク
セ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
。
特
に
福
祉
分
野
で
は
、
相
談
内
容

が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
お
り
、「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
住
民
に
と
っ
て
、
最
初
の
案

内
機
能
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
ニュー
ス
で
は
、
香
川
県
善
通
寺
市
が
固
定

資
産
税
の
課
税
基
準
と
な
る
土
地
の
用
途
確
認
に
A
I

を
活
用
し
た
事
例
、
岐
阜
県
下
呂
市
が
A
I
利
活
用
を

庁
内
に
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
書
作
成
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
治
体
の
専
門
業
務
や
庁
内
文
化
の
変
革
に
も
A
I
活

用
が
及
び
始
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
重
要
な
の
は
、
最

新
ツ
ー
ル
を
入
れ
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
現
場
の
小
さ
な

成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、
職
員
が
使
い
方
を
共
有
し
、
庁

内
に
横
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
共

通
す
る
の
は
、
生
成
A
I
を
「
一
部
の
詳
し
い
職
員
だ
け

の
も
の
」
に
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
進
自
治
体
は
、
い
き

な
り
高
度
な
A
I
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
で
は
な
く
、
職
員

が
使
い
や
す
い
業
務
か
ら
始
め
、
効
果
の
あ
っ
た
使
い
方
を

庁
内
で
共
有
し
、
少
し
ず
つ
活
用
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。

5
．
生
成
A
I
導
入
の
課
題
は

「
正
確
性
」「
人
材
」「
情
報
管
理
」
で
あ
る

　

生
成
A
I
の
導
入
が
広
が
る
一
方
で
、
自
治
体
は

多
く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。
総
務
省
資
料
に
よ

れ
ば
、
令
和
7
年
度
に
お
け
る
生
成
A
I
導
入
上

の
課
題
は
、「
A
I
生
成
物
の
正
確
性
へ
の
懸
念
が
あ

る
」
が
6
0
8
件
で
最
も
多
い
。
次
い
で
、「
取
り
組

む
た
め
の
人
材
が
い
な
い
又
は
不
足
し
て
い
る
」
が

5
5
8
件
、「
要
機
密
情
報
流
出
の
懸
念
が
あ
る
」
が

4
3
9
件
、「
導
入
効
果
が
不
明
」
が
4
2
5
件
と

続
く
。

　

図
表
3
は
、
自
治
体
の
悩
み
が
技
術
そ
の
も
の
だ

を一体
で
進
め
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一に
、
個
人
情
報
や
非
公
開
情
報
を
安
易
に
入
力
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、相
談
内
容
、

課
税
情
報
、
福
祉
情
報
、
内
部
検
討
資
料
な
ど
を
、
許

可
な
く
生
成
A
I
に
入
力
し
て
は
な
ら
な
い
。
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
に
よ
って
は
、
入
力
情
報
が
外
部
に
保

存
さ
れ
た
り
、
学
習
に
使
わ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
庁
内
で
利
用
が
認
め
ら
れ
た
環
境
か
ど
う
か
、
入

力
し
て
よ
い
情
報
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
生
成
A
I
に
任
せ
る
作
業
と
、

職
員
が
担
う
作
業
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
A
I
に
向
い
て
い
る
の
は
、
文
章
の
整
理
、
表
現
の

言
い
換
え
、
論
点
の
洗
い
出
し
、
比
較
表
の
た
た
き
台
作

成
、
会
議
メ
モ
の
構
造
化
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
住
民
に

対
す
る
最
終
回
答
、
制
度
の
適
用
判
断
、
政
策
上
の
優

先
順
位
付
け
、
個
別
事
案
へ
の
対
応
方
針
は
、
職
員
と

組
織
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
成

A
I
は
、
行
政
判
断
の
主
体
で
は
な
く
、
職
員
の
判
断

を
支
え
る
補
助
線
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
生
成
A
I
の
回
答
を
そ
の
ま
ま
使
わ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
生
成
A
I
は
自
然
な
文
章
を
作
る

の
が
得
意
だ
が
、
内
容
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
条

例
名
、
制
度
名
、
補
助
金
の
要
件
、
日
付
、
金
額
、
担

当
部
署
な
ど
を
誤
る
こ
と
も
あ
る
。
住
民
向
け
文
書
や

議
会
答
弁
、
外
部
公
表
資
料
に
使
う
場
合
に
は
、
必
ず

一
次
資
料
や
所
管
部
署
の
確
認
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
生
成
A
I
に
は
「
完
成
品
」
で
は
な
く

「
た
た
き
台
」
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
高
齢
者
向
け
に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
直
し
て
く
だ

さ
い
」「
こ
の
文
章
を
3
0
0
字
で
要
約
し
て
く
だ
さ

い
」「
住
民
説
明
会
で
想
定
さ
れ
る
質
問
を
10
個
挙
げ

図表 3　生成 AI 導入における主な課題

資料：総務省「自治体における生成AI 導入状況（令和 7年度）」スライド8より

振 興 ち ば

第35号　1516　第35号

特集：専門家が読み解く自治体の今 S H I N K O  C H I B A



治
体
に
必
要
な
の
は
、
生
成
A
I
を
安
全
に
使
い
続
け

る
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
利
用
可
能
な
業
務

と
禁
止
さ
れ
る
業
務
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
個
人
情
報

や
機
密
情
報
の
取
扱
い
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
、
職
員
向

け
の
研
修
を
行
う
こ
と
、
活
用
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
、

問
い
合
わ
せ
先
を
設
け
る
こ
と
、
定
期
的
に
効
果
と
課

題
を
点
検
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
成
A
I
活
用
は
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
だ
け

の
仕
事
で
は
な
い
。
実
際
に
業
務
を
知
っ
て
い
る
の
は
各

部
署
の
職
員
で
あ
る
。
文
書
作
成
に
困
っ
て
い
る
部
署
、

会
議
録
作
成
に
時
間
を
取
ら
れ
て
い
る
部
署
、
住
民
説

明
資
料
を
頻
繁
に
作
る
部
署
、
議
会
対
応
が
多
い
部
署

な
ど
、
現
場
ご
と
に
課
題
は
異
な
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
部

門
が
環
境
と
ル
ー
ル
を
整
え
、
各
部
署
が
実
務
上
の
使

い
方
を
発
見
し
、
そ
れ
を
庁
内
で
共
有
す
る
体
制
が
望

ま
し
い
。
管
理
職
の
役
割
も
重
要
で
あ
る
。
生
成
A
I

を
使
う
職
員
に
対
し
て
、「
間
違
え
た
ら
困
る
か
ら
使
う

な
」
と
言
う
だ
け
で
は
、
活
用
は
広
が
ら
な
い
。
一
方
で
、

「
便
利
だ
か
ら
何
で
も
使
え
」
と
す
る
の
も
危
険
で
あ

る
。
管
理
職
に
は
、
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
う
え
で
、
安

全
な
範
囲
で
試
す
こ
と
を
後
押
し
し
、
職
員
が
成
功
例

と
失
敗
例
を
共
有
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

9
．
生
成
A
I
活
用
の
本
質
は

「
人
間
の
仕
事
を
取
り
戻
す
こ
と
」
に
あ
る

　

生
成
A
I
は
、
自
治
体
の
仕
事
を
大
き
く
変
え
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
本
質
は
、
職

員
を
A
I
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

職
員
が
本
来
向
き
合
う
べ
き
住
民
、
地
域
課
題
、
政
策

て
く
だ
さ
い
」「
こ
の
施
策
の
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
点
を

整
理
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
使
い
方
で
あ
る
。
生

成
A
I
は
、
ゼ
ロ
か
ら
考
え
る
負
担
を
軽
く
す
る
道

具
と
し
て
使
う
と
効
果
が
出
や
す
い
。

　

第
四
に
、
A
I
が
作
っ
た
文
章
を
自
分
の
言
葉
に
直

す
こ
と
で
あ
る
。
生
成
A
I
の
文
章
は
、
一
見
整
っ
て
い

て
も
、
抽
象
的
で
、
ど
の
自
治
体
に
も
当
て
は
ま
る
内

容
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
実
際
の
住
民
向
け
文
書
で
は
、

そ
の
地
域
の
事
情
、
制
度
の
目
的
、
担
当
部
署
の
考
え

方
、
住
民
の
不
安
や
関
心
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

最
終
的
な
文
章
は
、
職
員
自
身
が
責
任
を
持
っ
て
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
う
ま
く
い
っ
た
使
い
方
を
庁
内
で
共
有
す

る
こ
と
で
あ
る
。
生
成
A
I
の
活
用
は
、
個
人
の
技

能
だ
け
に
依
存
す
る
と
広
が
り
に
く
い
。よ
い
指
示
文
、

う
ま
く
使
え
た
業
務
、
注
意
す
べ
き
失
敗
例
を
庁
内
で

共
有
す
れ
ば
、
組
織
全
体
の
活
用
水
準
が
上
が
る
。
自

治
体
で
は
、
部
署
ご
と
に
似
た
よ
う
な
文
書
作
成
や
照

会
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
活
用
事
例

の
横
展
開
が
効
果
を
生
み
や
す
い
。

7
．
職
員
の
業
務
に
落
と
し
込
む
た
め
の

具
体
的
な
使
い
方

　
一
般
職
員
が
生
成
A
I
を
使
う
際
に
は
、
最
初
か
ら

難
し
い
業
務
を
対
象
に
す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
毎

日
ま
た
は
毎
週
発
生
す
る
小
さ
な
作
業
か
ら
始
め
る
方

が
、
効
果
を
実
感
し
や
す
い
。
た
と
え
ば
、
庁
内
会
議

の
議
事
メ
モ
を
「
決
定
事
項
」「
継
続
検
討
事
項
」「
担

当
部
署
」「
次
回
ま
で
の
宿
題
」
に
分
け
て
整
理
す
る
。

住
民
向
け
の
お
知
ら
せ
を
「
高
齢
者
に
も
分
か
り
や
す
い

判
断
に
時
間
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自

治
体
職
員
の
仕
事
に
は
、
A
I
で
は
代
替
し
に
く
い

領
域
が
多
い
。
住
民
の
不
安
を
受
け
止
め
る
こ
と
、
関

係
者
の
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
判
断
す
る
こ
と
、
災
害
時
に
現
場
で
動
く
こ
と
、

制
度
の
趣
旨
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
生
成
A
I
が
文
書
作
成
や
情
報
整
理
を
補
助

す
れ
ば
、
職
員
は
こ
う
し
た
人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕

事
に
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
生
成
A
I
の
活
用
に
は
責
任
も
伴
う
。

A
I
が
作
っ
た
文
章
で
あ
っ
て
も
、
行
政
と
し
て
発

信
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
自
治
体
に
あ
る
。
A
I
の

回
答
を
使
っ
て
判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
判
断
の
説

明
責
任
は
職
員
と
組
織
に
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
生

成
A
I
時
代
の
自
治
体
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

A
I
を
避
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
A
I
の
得
意
・
不

得
意
を
理
解
し
、
適
切
に
使
い
こ
な
す
力
で
あ
る
。
今

後
、
生
成
A
I
は
さ
ら
に
高
度
化
し
、
文
書
作
成
だ

け
で
な
く
、
検
索
、
要
約
、
翻
訳
、
問
い
合
わ
せ
対
応
、

業
務
フ
ロ
ー
の
改
善
、
デ
ー
タ
分
析
、
住
民
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
案
内
な
ど
、
よ
り
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
重
要
に
な
る
の
は
、
最
初
か

ら
完
璧
な
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

小
さ
く
試
し
、
効
果
を
確
認
し
、
リ
ス
ク
を
管
理
し
な

が
ら
、
現
場
に
合
っ
た
使
い
方
を
育
て
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　

生
成
A
I
は
、
自
治
体
業
務
を
一
気
に
変
え
る
魔

法
の
道
具
で
は
な
い
。
し
か
し
、
正
し
く
使
え
ば
、
職

員
の
負
担
を
減
ら
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る

有
力
な
道
具
に
な
り
う
る
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
問

わ
れ
る
の
は
、
生
成
A
I
を
導
入
し
た
か
ど
う
か
で

表
現
」
に
直
す
。
補
助
金
制
度
の
説
明
文
を
、
よ
く
あ

る
質
問
形
式
に
組
み
替
え
る
。
こ
う
し
た
使
い
方
は
、
特

別
な
シ
ス
テ
ム
開
発
を
し
な
く
て
も
取
り
組
み
や
す
い
。

ま
た
、
生
成
A
I
は
「
考
え
始
め
る
前
の
壁
」
を
下
げ

る
効
果
も
あ
る
。
企
画
書
や
説
明
資
料
を
ゼ
ロ
か
ら
書

き
始
め
る
の
は
負
担
が
大
き
い
が
、
生
成
A
I
に
構
成

案
を
作
ら
せ
れ
ば
、
職
員
は
そ
の
案
を
見
な
が
ら
、
足
り

な
い
論
点
や
地
域
の
実
情
に
合
わ
な
い
部
分
を
修
正
で
き

る
。
こ
れ
は
、
職
員
の
判
断
を
不
要
に
す
る
も
の
で
は
な

く
、
判
断
を
始
め
る
た
め
の
材
料
を
早
く
そ
ろ
え
る
使
い

方
で
あ
る
。
た
だ
し
、住
民
に
直
接
影
響
す
る
業
務
で
は
、

慎
重
な
運
用
が
欠
か
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
福
祉
、
税
、

保
険
料
、
給
付
金
、
災
害
対
応
な
ど
に
関
す
る
回
答
案

を
作
る
場
合
、
A
I
の
文
章
は
必
ず
制
度
所
管
部
署
の

資
料
、
条
例
、
要
綱
、
国
や
県
の
通
知
と
照
合
す
る
必

要
が
あ
る
。
A
I
の
回
答
が
流
暢
で
あ
る
ほ
ど
、
誤
り

に
気
づ
き
に
く
い
面
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、職
員
は
「
自

然
な
文
章
」
と
「
正
し
い
内
容
」
を
分
け
て
確
認
す
る

姿
勢
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
生
成
A
I
活
用
を
庁
内
に
広
げ
る
う
え

で
は
、
職
員
に
「
失
敗
し
て
は
い
け
な
い
」
と
思
わ
せ
過

ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
や

機
密
情
報
の
入
力
、
未
確
認
情
報
の
外
部
公
表
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
公
開
情
報
を
使
っ
た
要

約
、
文
章
の
言
い
換
え
、
会
議
準
備
、
ア
イ
デ
ア
出
し
の

よ
う
な
低
リ
ス
ク
業
務
ま
で
過
度
に
萎
縮
す
れ
ば
、
職
員

は
使
い
方
を
学
ぶ
機
会
を
失
う
。
安
全
な
範
囲
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
ま
ず
使
っ
て
み
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、
実
務
定
着
の
第
一
歩
に
な
る
。
実
務
で
使
う
際
の
指

示
文
は
、難
し
く
考
え
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
中

学
生
に
も
分
か
る
表
現
で
」「
箇
条
書
き
で
」「
住
民
向

は
な
い
。
生
成
A
I
を
、
職
員
と
住
民
の
た
め
に
、

ど
れ
だ
け
安
全
に
、
実
務
的
に
、
継
続
的
に
使
い
こ
な

せ
る
か
で
あ
る
。
自
治
体
の
生
成
A
I
活
用
は
、
都

市
規
模
や
財
政
力
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
住

民
に
近
い
現
場
を
知
る
職
員
が
、
ど
の
業
務
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
説
明
が
住
民
に
伝
わ
り
に

く
い
の
か
、
ど
の
手
続
き
で
迷
い
が
生
じ
て
い
る
の
か

を
把
握
し
、
そ
の
改
善
に
A
I
を
使
え
る
か
ど
う
か

が
重
要
に
な
る
。
生
成
A
I
時
代
の
自
治
体
D
X
は
、

技
術
部
門
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
職
員
が

仕
事
の
進
め
方
を
見
直
す
実
務
課
題
で
あ
る
。
小
さ
く

始
め
、
確
か
め
な
が
ら
広
げ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
、
自
治
体
に
お
け
る
生
成
A
I
活
用
を
一
過
性
の

流
行
で
終
わ
ら
せ
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
る
道
で
あ
る
。

【
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献
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・
総
務
省
（
2
0
2
6
）「
自
治
体
に
お
け
る
生
成

A
I
導
入
状
況
（
令
和
7
年
度
）」

・
デ
ジ
タ
ル
庁
（
2
0
2
6
）「
行
政
の
進
化
と
革
新

の
た
め
の
生
成
A
I
の
調
達
・
利
活
用
に
係
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
充
実
に
向
け
た
改
定
案
」

・
横
須
賀
市
（
2
0
2
3
）「
自
治
体
初
！
横
須
賀
市

役
所
で
C
h
a
t
G
P
T
の
全
庁
的
な
活
用
実
証
を

開
始
」

・
千
葉
県
（
2
0
2
6
）「
福
祉
分
野
に
お
け
る
生
成

A
I
を
活
用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
『
い
つ
で
も
福

祉
相
談
サ
ポ
ッ
ト
』」

・
デ
ジ
タ
ル
庁
ニ
ュ
ー
ス
（
2
0
2
6
）「
自
治
体
業

務
を
A
I
で
改
善
。
実
践
と
実
装
拡
大
の
コ
ツ
を
先
進

事
例
か
ら
」

け
の
お
知
ら
せ
文
と
し
て
」「
根
拠
が
必
要
な
部
分
を
分

け
て
」「
想
定
さ
れ
る
質
問
と
回
答
案
に
整
理
し
て
」
と

いっ
た
条
件
を
添
え
る
だ
け
で
、
出
力
の
質
は
大
き
く
変

わ
る
。
生
成
A
I
を
使
い
こ
な
す
と
は
、
専
門
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
こ
と
で
は
な
く
、
目
的
、
対
象
者
、
分

量
、
確
認
す
べ
き
観
点
を
言
葉
で
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
体
職
員
が
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る

説
明
や
文
書
作
成
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

8
．「
導
入
」
よ
り
も

「
使
い
続
け
る
仕
組
み
」
が
問
わ
れ
る

　

生
成
A
I
活
用
で
失
敗
し
や
す
い
の
は
、
ツ
ー
ル
を

導
入
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
生
成
A
I
活
用
は
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

な
く
、
仕
事
の
進
め
方
を
見
直
す
機
会
で
も
あ
る
。
従

来
の
手
順
を
そ
の
ま
ま
A
I
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
、

十
分
な
効
果
は
出
に
く
い
。
会
議
の
目
的
、
資
料
の
粒

度
、
決
裁
ま
で
の
確
認
手
順
、
住
民
へ
の
説
明
方
法
を

含
め
、
ど
こ
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
見
直
す
こ
と

で
、A
I
の
効
果
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
実
務
上
は
、「
入

力
し
て
よ
い
情
報
か
」「
出
力
結
果
を
ど
の
資
料
で
確
認

す
る
か
」「
外
部
に
出
す
前
に
誰
が
確
認
す
る
か
」
と
い

う
三
つ
を
、
職
員
が
迷
わ
ず
判
断
で
き
る
状
態
に
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ル
ー
ル
が
細
か
す
ぎ
る
と
使
わ
れ

ず
、
曖
昧
す
ぎ
る
と
事
故
に
つ
な
が
る
。
し
た
が
っ
て
、

庁
内
ル
ー
ル
は
、
禁
止
事
項
だ
け
で
な
く
、
推
奨
さ
れ
る

使
い
方
、
確
認
す
べ
き
資
料
、
相
談
先
、
活
用
事
例
ま

で
含
め
て
示
す
方
が
実
務
に
定
着
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、

ル
ー
ル
は一
度
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
利
用
実
態
や
失

敗
例
を
踏
ま
え
て
定
期
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
自
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